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郷土の教育的な伝統や風土を生か  した「風格ある教育」の推進
　

本
市
は
、
日
本
三
大
砂
丘
の
一
つ

「
吹
上
浜
」
や
優
れ
た
泉
質
を
誇
る

温
泉
な
ど
の
豊
か
な
自
然
、「
妙
円

寺
詣
り
」「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
に
代
表

さ
れ
る
伝
統
行
事
、
四
百
年
の
歴
史

を
誇
る
「
薩
摩
焼
」
や
「
日
置
瓦
」

な
ど
の
伝
統
産
業
、
地
域
に
根
ざ
し

た
主
要
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
な

ど
の
資
源
や
、
多
種
多
彩
な
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
人
材
な
ど
の
教
育
的

資
源
が
豊
富
で
す
。

　

ま
た
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を

育
て
る
と
い
う
伝
統
的
な
地
域
の
教

育
力
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
の
教
育
的
資

源
を
活
用
し
な
が
ら
「
夢
を
も
ち　

あ
し
た
を
ひ
ら
く　

心
豊
か
な
人
づ

く
り
」
を
基
本
目
標
と
し
て
、
生
涯

学
習
の
観
点
に
立
ち
、
主
体
性
・
創

造
性
・
国
際
性
を
備
え
、
人
間
性
豊

か
な
市
民
の
育
成
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

改
正
教
育
基
本
法
第
一
条
に
規
定

さ
れ
た
教
育
の
目
的
は
「
教
育
は
人

格
の
完
成
を
目
指
し
、
平
和
で
民
主

的
な
国
家
お
よ
び
社
会
の
形
成
者
と

し
て
必
要
な
資
質
を
備
え
た
、
心
身

と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
し

て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
は
将
来
の
社
会

を
担
う
人
材
育
成
に
重
点
を
置
き
、

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
自
律
心
と
責
任
感
、
他
人
を

思
い
や
る
心
、
公
共
の
精
神
、
規
範

意
識
、伝
統
や
文
化
を
尊
重
す
る
心
、

生
命
や
自
然
を
大
切
に
す
る
心
な
ど

の
豊
か
な
心
を
も
っ
た
人
材
の
育
成

や
、
変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
、

新
し
い
課
題
に
積
極
果
敢
に
挑
戦
す

る
気
概
や
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と

の
で
き
る
力
を
も
っ
た
人
材
の
育
成

も
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後
の

本
市
の
十
年
後
の
姿
を
見
据
え
た
基

本
目
標
を
「
夢
を
も
ち　

あ
し
た
を

ひ
ら
く
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」
と
し

て
「
日
置
市
教
育
振
興
計
画
」
を
策

定
し
、
施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
「
日
置
市
教
育
基
本
計
画
」

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

自
然
や
伝
統
文
化
を
生
か
す

【
教
育
基
本
法
】

（
教
育
振
興
基
本
計
画
）

第�

十
七
条　

政
府
は
、
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
方
針
及
び
講
ず
べ
き
施
策
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
基
本

的
な
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二�　
地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
計
画
を
参
酌
し
、
そ
の
地
域
の
実
情
に

応
じ
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
教
育
の
振
興
の
た
め
の
施
策
に

関
す
る
基
本
的
な
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 ▲伝統行事「せっぺとべ」

「
日
置
市
教
育
基
本
計
画
」
を
策
定
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１　�２１ 世紀を生き抜く知恵と健康な体、豊かな心を備え、生涯にわたって意欲的に自己実現を
目指す市民

２　�伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養い、主体性、
創造性、国際性を備えた市民

「夢をもち　あしたをひらく　心豊かな人づくり」

郷土の教育的な伝統や風土を生かした「風格ある教育」の推進

基　本　目　標

目 指 す 方 向

10年後を見据えた教育の姿

今後５年間で取り組む施策

郷土の教育的な伝統や風土を生か  した「風格ある教育」の推進

教育行政の基本方向（概念図）

風 格 あ る 教 育

Ⅰ　�きまりを守り、礼節を重んじる
教育の推進

Ⅱ　�文（芸術・学問）と武（心身の鍛練）の両
立を重んじる教育の推進

Ⅲ　�自然や歴史と伝統文化を重ん
じる教育の推進

①　学校経営の充実
②　生徒指導の充実
③　道徳教育の充実
④　進路指導の充実
⑤　人権教育の充実
⑥　環境教育の充実

①　学力向上に向けての取組の充実
②　特別支援教育の充実
③　保・幼・小・中・高連携の推進
④　複式・少人数教育の充実
⑤　特色ある芸術文化活動の充実
⑥　体力向上に向けての取り組みの充実

①　�自然や歴史と伝統文化を生か
した郷土教育の推進

②　地域の文化財の保存と伝承
③　�資料館や資料室の展示充実と

利用促進

Ⅳ　�安全・安心を重んじる教育環境
づくりの推進

Ⅴ　�協働社会によるまちづくりを重んじる
生涯学習の推進

Ⅵ　�健康づくりを重んじる生涯ス
ポーツの推進

①　施設設備の計画的整備
②　施設設備の適正な維持管理
③　�地域ぐるみでの安全・安心な環

境づくり
④　学校保健の充実
⑤　�学校給食の適正かつ円滑な推進
⑥　学校給食センター運営の充実

①　�地域、家庭、学校と連携した社会教育
の推進

②　家庭教育の充実
③　青少年事業の充実とリーダーの育成
④　青年の社会教育活動への参加促進
⑤　�生涯学習リーダーの養成および学習意

欲の拡充
⑥　�地区公民館の基礎づくりと中央・地区・

自治公民館活動の推進
⑦　各種社会教育団体の組織・活動の充実
⑧　市民総ぐるみの読書活動の推進
⑨　視聴覚教育および情報教育の推進
⑩　�自主文化事業の提供と市および各地域

の文化祭の充実

①　�生涯スポーツの推進による市
民の�健康づくり

②　�日置市体育協会の育成および
競技力の向上

③　スポーツ少年団の充実
④　�社会体育施設等の充実および

利用促進
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　市税をはじめとし、各種料金や使用料の滞納額の増加は、市の財政運営にとって非常に大きな問題
であり、市民負担の公平性の確保を図るためにも、徴収率の向上・滞納額の削減には迅速かつ強力に
対応していかなければなりません。
　納期限を過ぎても納付がなく滞納となった場合は、各担当課から督促状、催告書により、あらため
て納付をお願いします。それでも納付されない場合は、滞納となっている債権の回収を特別滞納整理
課に引き継ぎ、負担の公平・公正の観点から財産の差押えや、裁判手続きなどを含めた毅然（きぜん）
とした対応を行います。

◆特別滞納整理課とは◆　滞納処分を専門とした組織です
　平成 ２２ 年４月に市役所に新たに発足した組織で市税、国民健康保険税、介護保険料、保育料、
住宅使用料などの滞納債権回収事務を担当課から引き受け、差押え、公売（オークション等）な
どの強制処分を前提に滞納整理を行う部署です。

◆「差
さし

押
おさ

え」って何？◆　給与差押えにも着手
　「差押え」とは、所有者から財産を処分する権利を奪うことをいいます。差押えを受けると、自
らが所有する財産でありながら処分などの自由が利かなくなります。逆に、県や市など差押えを
執行した機関は、財産を処分する権利を取得し、差押えた給与、または売却で得た金銭を税金や
使用料などに充当できるようになります。

◆財産調査および捜索◆　勤務先への給与調査、家宅捜索も
　市ではやむを得ない理由で、一時的に税金の納付が困難な方と資力がありながら未納となって
いる滞納者を見極め、財産調査（預貯金、生命保険、不動産の所有状況、勤務先への給与支給状
況の調査など）とそれらに対する差押えを強化しています。
　また法律の規定に基づき滞納者や、その関係者の住居を相手方の意思に関係なく強制的に捜索
することもできます。

◆県・市 合同で滞納額の削減◆　
　市県民税や国民健康保険税などの滞納整理業
務を県と日置市が協働して行うため、週２日の
予定で県税徴収対策官（県職員）が日置市に駐
在し、市職員の身分を有しながら、徴収困難事
案に対する共同文書催告や、共同差押えなどの
業務に当たります。

「ＳＴＯＰ 滞納 ！」
―　市税等の公平・公正を確保　―

◎市税等の納付を忘れると…
滞 納 発 生

納付催告（文書等で早期完納を通知）

短期間で納付できる

滞納市税等の完納

いいえ

具体的な納付計画ができる

財産調査

滞納市税等の充当

いいえ

はい

はい

※督促手数料、延滞金が加算
されます（年率14.6％）

（預貯金、生命保険、給与、不動産など）

分納不履行

財産の差押・換価

事情のある方は　納税・納付相談にお越しください
　病気や失業、事業の経営不振など、やむを得ない理由で一時的に税金を納期内に納
付することが困難な方については、生活状況などを聞かせていただいた上で、分割納
付などをすることができます。（必要に応じ財産調査を実施します。）
　まずは、納税・納付相談においで下さい。

 【お問い合わせ先】
　本庁 特別滞納整理課 債権管理係（内線 １１１６、１１７０、１１７１）

▲勤務先を訪問する職員
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四
郎
園
自
治
会

は
、
伊
集
院
地
域
の

南
西
部
、
下
谷
口
川

と
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

の
南
側
に
位
置
し
ま

す
。
中
央
に
は
水
田

が
広
が
る
盆
地
状
の

集
落
に
、
お
よ
そ
６０

世
帯
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

　
「
四
郎
園
に
は
奉

仕
作
業
に
積
極
的
に

参
加
す
る
美
風
と
全

員
参
加
を
基
本
に

『
こ
こ
ろ
』
と
『
ち

か
ら
』
を
一
つ
に
し

て
団
結
す
る
伝
統
が

あ
る
」
と
福
永
自
治

会
長
。

　

自
治
会
で
は
こ
の
気
風
を
生
か
し

て
、婦
人
会
や
子
ど
も
会
、新
生
会（
高

齢
部
）
な
ど
既
存
の
専
門
部
活
動
以

外
に
取
り
組
め
な
い
か
と
模
索
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
集
落
の
景
観
を

維
持
発
展
さ
せ
よ
う
と
、新
た
に
「
景

観
美
化
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
景
観
美
化
部
」
は
、
水
田
の
あ
ぜ

道
や
下
谷
口
川
の
堤
防
な
ど
に
彼
岸

花
な
ど
を
植
栽
し
、
地
域
や
耕
作
者

な
ど
と
の
交
流
拠
点
に
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
部
員
は
自
治
会
員
全
員
。

　

昨
年
度
の
活
動
に
は
、
多
く
の
部

員
が
参
加
、
彼
岸
花
や
桜
が
植
え
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

事
業
の
目
的
を
記
し
た
看
板
も
設

置
さ
れ
「
き
れ
い
に
な
っ
た
」「
こ
れ

か
ら
何
を
す
る
の
」
と
、
周
囲
の
関

心
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
歩
き
た

く
な
る
自
治
会
の
道
の
整
備
に
「
今

年
の
秋
が
楽
し
み
」
で
す
。

　

自
治
会
で
は
、
同
部
の
活
動
を
継

続
し
な
が
ら
、
景
観
づ
く
り
と
と
も

に
、
自
治
活
動
へ
の
参
画
意
識
を
さ

ら
に
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
置
市
で
は
、
自
治
会
や
団
体
な

ど
が
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
活
動
の

う
ち
、
共
生
・
協
働
の
モ
デ
ル
と
な

る
も
の
を
「
協
働
の
地
域
づ
く
り
事

業
助
成
」
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
右
記
の
と
お
り
で
す
。

　

自
治
会
の
活
性
化
策
に
景
観
美
化

と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
、
専
門
部

化
。
会
員
の
参
画
に
よ
る
自
治
活
動

の
推
進
を
図
ろ
う
と
い
う
四
郎
園
自

治
会
の
取
り
組
み
は
、
こ
の
助
成
事

業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
と

こ
ろ
に
協
働
の
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。

⑭⑭

　
「
自
治
会
員
の
『
こ
こ
ろ
』
と
『
ち
か
ら
』
を
一
つ
に
し
て
、

景
観
・
美
風
を
維
持
発
展
さ
せ
た
い
」
と
、
四
郎
園
自
治
会

で
は
「
景
観
美
化
部
」
を
設
置
し
、
あ
ぜ
道
や
堤
防
に
花
々

の
植
栽
を
手
掛
け
ま
し
た
。
今
回
は
、
同
自
治
会
の
共
生
・

協
働
の
実
践
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

部
員
は
全
自
治
会
員

モ
デ
ル
と
な
る
事
業
を
支
援

協働の地域づくり
事業助成を活用して

こ
ぞ
っ
て
彼
岸
花
の
里
づ
く
り

四
郎
園
自
治
会

▲自治会員がこぞって植栽作業に参加しました

▲共生・協働の継続を記した手づくり看板

協働の地域づくり事業助成
事業団体を募集しています

　日置市では、市民自らが地域資源や人材を生か
して取り組む、協働に役立つ公益性の高い事業に
対し、その経費の一部を助成します。

対象事業：地域活性化のイベント
　　　　　世代間・地域間交流
　　　　　地場産品の活用開発
　　　　　地域人材の養成　　　など
　　　　　　＊既存の事業は除きます。
対 象 者：�規約を持つ５人以上の団体で責任者が

明確で、継続的に活動できること。
助成金額：補助率３/４以内
　　　　　（助成限度 １０ 万円）
審査基準：�公益性、モデル性、実現性、発展性、

継続性など
申請締切：平成 ２２ 年９月 １０ 日（金）
　詳しくは、地域づくり課へお問い合わせください
（２７３-２１１１　内線 １２６９）。
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　平成２２年１０月１日

国勢調査を実施します！
●　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。

●　�平成 ２２ 年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施す
る最初の国勢調査で、日本の未来を考えるために欠くことのできない
最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査です。

●　�調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、
生活環境の整備など、私たちの暮らしのために役立てられます。

●　９月下旬から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布します。

●　�記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をした上で調査員に渡して
いただくか、郵送で提出していただきます。

　調査事項
　○　世帯員に関する事項（１５ 事項）
　　・氏名　　　　　　・男女の別　　　　・出生の年月　　　・世帯主との続柄
　　・配偶の関係　　　・国籍　　　　　　・現在の住居における居住期間
　　・５年前の住居の所在地　　　　　　　・在学、卒業等教育の状況
　　・就業状態　　　　・所属の事業所の名称および事業の種類
　　・仕事の種類　　　・従業上の地位　　・従業地または通学地
　　・従業地または通学地までの利用交通手段
　○　世帯に関する事項（５事項）
　　・世帯の種類　・世帯員の数　・住居の種類　・住宅の床面積　・住宅の建て方

総務省・都道府県・市区町村
国勢調査については，平成 ２２ 年国勢調査広報サイト「国勢調査 e- ガイド」をご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/２０１０/kouhou/index.htm

お問い合わせ先 ： 本庁 企画課広報統計係　または　各支所 地域振興課自治振興係

国勢調査 e- ガイド 検索

国勢調査は、日本の未来、地域のまちづく
りのための基礎資料になります！
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市内小学校
水泳記録会

記録をめざして水しぶき

各地域で日ごろの練習の成果を発揮！
　夏休みに入って間もない７月 ２２ 日と ２３ 日、市内４地域ごとに、平成 ２２ 年
度日置市小学校水泳記録会が行われました。出場した児童らは、プールサイド
で見守る友達や詰めかけた保護者らの声援を受けて、水しぶきを上げながら懸
命に泳ぎました。また今年から小学校学習指導要領の改訂に伴い、すべての種
目が水中からのスタートとなりました。
　なお紙面の都合で各地域の個人種目の１位記録だけの掲載となっています。

日置市小学校水泳記録会　記録（各地域　個人種目１位のみ）
種　　　目 東市来地域 伊集院地域 日吉地域 吹上地域

自

由

形

６年男子 100m 岡村　海青（湯）1'44"3 柳田　瑛祐（北）1'42"9 大西洸太朗（新）1'29"4 永池　海斗（伊）1'26"8

６年女子 100m 松比良まどか（湯）1'45"1 徳留　零茄（伊）1'24"5 馬場　陽菜（新）1'51"7

６年男子 50m 岡村　海青（湯） 42"5 川路　裕貴（土） 38"8 平川　嵩士（新） 40"4 永池　海斗（伊） 38"9

６年女子 50m 宮永　萌香（鶴） 34"3 徳留　零茄（伊） 37"5 草原　春紀（住） 41"8 山口　由夏（伊） 44"1

５年女子 100m

５年男子 50m 宮永　梢汰（鶴） 37"1 宮下　環伍（北） 37"6 朝来野竜太（新） 45"4 眞竹　俊輔（伊） 40"2

５年女子 50m 宮前穗乃花（湯） 34"3 井上　枝穂（伊） 41"7 前畑　千聖（新） 49"1 冨高　美紀（伊） 38"9

６年男子 25m 池田　龍生（伊） 25"9 西留　航平（吉） 18"3

６年女子 25m 上薗衣呂羽（湯） 21"2 森永裕希乃（吉） 18"5

５年男子 25m 馬場　俊平（湯） 22"8 山口　賢助（妙） 19"1 野久尾勇人（吉） 20"3 榊　慎之介（花） 20"8

５年女子 25m 今田　朱音（鶴） 23"5 松木　万奈（妙） 19"8 神山　愛奈（置） 20"1 正留　　愛（伊） 21"6

４年男子 25m 岸之上陽平（置） 20"4 川野　　樹（伊） 20"8

４年女子 25m 赤間優里奈（置） 20"2 寺本みやび（伊） 24"7

平

泳

ぎ

６年男子 100m 奥薗　泰雅（鶴）1'57"0 橋口　　優（伊）1'58"3 下松　稔矢（置）2'12"1 今元　羅維（伊）1'58"7

６年女子 100m 瀬戸口萌果（鶴）1'49"9 朝倉　優香（伊）1'50"0 大西　瑞生（新）2'17"6 有馬　由華（花）1'59"4

６年男子 50m 奥薗　泰雅（鶴） 51"2 鵜狩　慧久（伊） 51"7 赤鹿　敬尚（置） 57"0 今元　羅維（伊） 54"7

６年女子 50m 宮永　萌香（鶴） 46"7 井之上菜々子（伊） 51"3 赤間　純奈（置） 56"0 森　　美葉（和） 50"8

５年男子 50m 下池倖太郎（湯） 51"8 宮下　環伍（北） 48"3 朝来野竜太（新） 58"4 城ヶ崎真也（伊） 47"2

５年女子 50m 帖佐　歩美（美）1'02"0 栫　　美空（北） 57"0 前畑　千聖（新）1'05"8 宇都きらり（伊） 54"7

６年男子 25m 小園　　慧（吉） 29"0

６年女子 25m 追田　　瞳（住） 36"3

５年男子 25m 赤星　　諒（妙） 28"2 野久尾勇人（吉） 32"8 有馬　　城（伊） 27"1

５年女子 25m 山下　歌穂（伊） 27"3 滿冨絵里香（吉） 31"7 下園美月生（和） 25"6

４年男子 25m 岸之上陽平（置） 26"3

４年女子 25m 赤間優里奈（置） 30"2 左近充恵里香（伊） 28"6

背

泳

ぎ

６年男子 50m 宮尾　崚雅（伊）1'08"6 浦田　　萌（伊） 55"4 大西洸太朗（新） 48"3 久保園　夢輝（伊） 43"8

６年女子 50m 瀬戸口萌果（鶴） 49"8 梅園　佳奈（妙） 53"0 赤間　純奈（置） 47"8 宮下　真歩（伊） 53"5

５年男子 50m 下池倖太郎（湯） 40"6 柳田　将輝（北）1'04"6 神余　陸人（伊）1'03"5

５年女子 50m 今井　　遙（鶴） 58"0 里　萌々香（伊） 59"6 冨高　美紀（伊） 44"3

６年男子 25m 前花　竜馬（吉） 25"8

６年女子 25m 森永裕希乃（吉） 24"5

５年男子 25m

５年女子 25m 神山　愛奈（置） 29"0 宮本　早紀（伊） 29"0

バ
タ
フ
ラ
イ

６年男子 50m

６年女子 50m 松比良まどか（湯） 50"5

５年男子 50m 宮永　梢汰（鶴） 40"6

５年女子 50m 宮前穗乃花（湯） 39"6

６年男子 25m 西留　航平（吉） 22"4

５年男子 25m 下原　康太（置） 32"5

個
人
メ
ド
レ
ー

６年男子 200m

６年女子 200m 宮永　萌香（鶴）3'10"2

６年男子 100m 久保園夢輝（伊）1'40"6

６年女子 100m 森　　美葉（和）1'53"1

５年男子 200m 宮永　梢汰（鶴）3'13"3

５年女子 200m 宮前穗乃花（湯）2'54"9

５年男子 100m 城ヶ崎真也（伊）1'38"5

５年女子 100m 冨高　美紀（伊）1'37"4

東市来地域
（鶴）⇒鶴丸小
（伊）⇒伊作田小
（湯）⇒湯田小
（上）⇒上市来小
（美）⇒美山小

日吉地域
（置）⇒日置小
（住）⇒住吉小
（新）⇒日新小
（吉）⇒吉利小
（扇）⇒扇尾小

吹上地域
（永）⇒永吉小
（伊）⇒伊作小
（花）⇒花田小
（和）⇒和田小

伊集院地域
（伊）⇒伊集院小
（飯）⇒飯牟礼小
（土）⇒土橋小
（北）⇒伊集院北小
（妙）⇒妙円寺小
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「
第
六
十
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
強
調
月
間
が
七
月
一
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
を
受
け
、
日
置

市
保
護
司
会
の
谷
口
正
行
会
長
ら
四

人
が
五
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
宮
路

市
長
に
法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　

同
運
動
期
間
中
は
「
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
た
ち
の
就
労
支
援
」と「
立

ち
直
り
を
支
え
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
理
解
促
進
」
を
重
点
目
標
に
、

各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

吹
上
地
域
で
は
一
日
、
地
域
の
保

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
！

水
道
用
地
を
き
れ
い
に
！

「
花
か
ご
し
ま
２
０
１
１
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
が
来
市

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

日
置
市
管
工
事
組
合　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

第
２８
回
全
国
都
市
緑
化
か
ご
し
ま
フ
ェ
ア

護
司
と
更
正
保
護
女
性
会
員
が
参
加

し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
会
会
員
ら
は
、
運
動
の
シ
ン
ボ

ル
「
ひ
ま
わ
り
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
そ
ろ
い
の
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
吹
上

支
所
で
出
発
式
を
行
っ
た
後
、
バ
ス

で
地
域
内
を
巡
り
運
動
へ
の
理
解
と

協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
日
吉
地
域
で
は
六
日
、
更
生

保
護
女
性
会
の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
終
了
後
、
会
員
と
保
護
司
が

日
吉
地
域
の
小
、中
学
校
を
訪
問
し
、

同
運
動
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

園
と
鹿
児
島
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
を
中
心
に
開
か
れ
る
花
と
緑
の

博
覧
会
で
す
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
員
か
ら
は
、
宮
路

市
長
へ
同
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
会
長

の
伊
藤
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
伊
集
院
地
域
内
の
若
手
経

営
者
で
組
織
さ
れ
て
い
る
伊
集
院
経

営
者
ク
ラ
ブ
（
永
田
俊
広
会
長
）
が
、

昨
年
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
、
同
フ
ェ
ア
の
協
賛
会
場

と
な
る
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
に
花

壇
を
寄
贈
、
七
月
十
七
日
に
完
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
ほ
か
江
口
蓬
莱

館
（
東
市
来
）
や
チ
ェ
ス
ト
館
（
伊

集
院
）
な
ど
六
カ
所
が
回
遊
拠
点
と

な
り
、
緑
化
フ
ェ
ア
を
展
開
す
る
予

定
で
す
。

　

全
国
都
市
緑
化
か
ご
し
ま
フ
ェ
ア

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
花
か
ご
し
ま
２
０
１
１

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
が
六
月

二
十
四
日
、
市
役
所
を
訪
れ
フ
ェ
ア

へ
の
参
加
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ア
は
、
九
州
新
幹
線
鹿
児

島
ル
ー
ト
全
線
開
業
に
あ
わ
せ
、
来

年
三
月
十
八
日
（
金
）
か
ら
五
月

二
十
二
日
（
日
）
ま
で
県
立
吉
野
公

　

日
置
市
管
工
事
組
合
（
新
山
淳
二

会
長
）
が
七
月
十
五
日
、
市
内
四
地

域
の
水
源
・
配
水
地
の
草
払
い
や
側

溝
の
土
砂
除
去
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
で
は
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業
や
、
水
道
工
事
技
術
向
上
の
研

修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
二
十
四
社
、
三
十
四
人
の

組
合
員
が
水
道
施
設
を
分
担
し
、
手

慣
れ
た
作
業
に
大
粒
の
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

す
っ
き
り
と
見
違
え
る
よ
う
に
き

れ
い
に
な
っ
た
施
設
を
前
に
、
組
合

員
か
ら
は
「
安
心
・
安
全
で
お
い
し

い
水
を
供
給
す
る
施
設
は
こ
う
で
な

く
て
は
」
と
満
足
感
あ
ふ
れ
る
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
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韓
国
料
理
を
通
じ
て
、
も
っ
と
韓

国
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
六

月
二
十
日
、
国
際
交
流
事
業
「
韓
国

味
の
旅
」
が
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
国
際
交
流
員
の
李
濬
京

（
リ
・
ジ
ュ
ン
ギ
ョ
ン
）
さ
ん
が
企

画
し
た
も
の
で
、
六
月
か
ら
十
月
ま

で
毎
月
一
回
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
「
韓
国
味
の
旅
」
で
は
、

毎
回
料
理
に
テ
ー
マ
を
設
定
。「
韓

国
の
誕
生
日
料
理
」
と
題
し
た
一
回

目
は
、
わ
か
め
ス
ー
プ
、
牛
肉
料
理

の
プ
ル
コ
ギ
、
春
雨
料
理
の
チ
ャ
プ

チ
ェ
の
三
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
女
性
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
手
際
よ
く
調
理
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
韓
国
料
理
と
い
う
と
辛
い
料
理

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
辛
く
な
い

料
理
も
た
く
さ
ん
あ
る
」
ま
た
「
韓

国
の
誕
生
日
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
わ
か
め
ス
ー
プ
を
食
べ
る
」

と
李
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
の

試
食
会
に
、
参
加
者
は
興
味
津
々
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

美
山
薩
摩
焼
振
興
会
と
神
村
学
園

高
等
部
製
菓
衛
生
コ
ー
ス
の
生
徒
が

六
月
二
十
六
日
、
薩
摩
焼
の
里
美
山

で
四
百
年
記
念
登
り
窯
を
使
っ
た
パ

ン
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
十
月
三
十
日
か
ら
開

催
さ
れ
る
美
山
窯
元
祭
り
の
特

別
企
画
「
登
り
窯
パ
ン
工
房
」

の
試
作
第
一
弾
と
し
て
神
村
学

園
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

神
村
学
園
製
菓
衛
生
コ
ー
ス

の
講
師
を
務
め
る
城
山
観
光
ホ

テ
ル
の
梅
原
崇
昭
さ
ん
の
指
示

を
仰
ぎ
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
が

パ
ン
生
地
づ
く
り
を
、
振
興
会

会
員
は
窯
た
き
を
担
当
。
パ
ン
焼
き

に
適
し
た
温
度
調
整
や
、
す
す
が
出

に
く
い
窯
た
き
方
法
な
ど
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
作
業
は
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

約
三
十
分
か
け
て
焼
き
あ
げ
た
試

作
品
第
一
号
は
、
こ
ん
が
り
き
つ
ね

色
で
表
面
が
パ
リ
ッ
、
中
は
ふ
ん
わ

り
と
見
事
な
仕
上
が
り
を
み
せ
、
参

加
者
全
員
か
ら
「
美
味
し
い
！
」
と

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
さ
ら
に
試
作
を
重
ね
、
美
山

窯
元
祭
り
の
薩
摩
焼
体
験
者
に
提
供

す
る
予
定
で
す
。

　

夏
の
交
通
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
七
月
二
十
一
日
に
市
道
寺
脇

直
木
線
（
伊
集
院
町
飯
牟
礼
）
で
、

二
十
六
日
に
は
県
道
３７
号
（
日
吉
町

日
置
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
強
い
日
差
し
が
照
り
つ

け
る
中
、
交
通
安
全
協
会
や
日
置
警

察
署
な
ど
関
係
者
約
三
十
人
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
や
交
通
安
全
の

マ
ス
コ
ッ
ト
を
配
り
、
交
通
事
故
防

止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
交
通
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
常
に
緊
張
感
を

持
っ
た
運
転
を
心
掛
け
、
疲
れ
や
眠

気
を
感
じ
た
と
き
は
、
運
転
を
控
え

ま
し
ょ
う
。

　

夏
の
日
差
し
が
ま
ぶ
し
い
七
月

二
十
一
日
、
江
口
浜
海
浜
公
園
海
水

浴
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
大
勢
の
海
水

浴
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

海
開
き
を
待
ち
わ
び
た
子
ど
も
た

ち
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
水
を
掛
け

合
っ
た
り
、
海
に
潜
っ
て
大
は
し
ゃ

ぎ
す
る
な
ど
、
歓
声
を
上
げ
て
楽
し

み
ま
し
た
。

　

同
公
園
海
水
浴
場
は
、
毎
年
多
く

の
家
族
連
れ
や
若
者
ら
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。

鹿
児
島
の
夏
！　

マ
ナ
ー
が
輝
く　

快
適
ロ
ー
ド

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

今
年
の
目
玉
は
焼
き
た
て
パ
ン
！

料
理
で
学
ぶ
、
お
隣
り
韓
国

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

江
口
浜
海
浜
公
園

韓
国
味
の
旅

美
山
登
り
窯
パ
ン
工
房
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吹
上
漁
業
協
同
組
合
や
県
地
域

振
興
局
、
漁
業
関
係
者
ら
が
六
月

二
十
四
日
、
吹
上
漁
港
で
マ
ダ
イ
の

稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
㈶
鹿
児
島
県
栽
培
漁
業
協

同
組
合
の
「
豊
か
な
海
づ
く
り
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
」

の
一
環
で
毎
年

行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

今
年
は
約
三

万
三
千
匹
の
マ

ダ
イ
の
稚
魚
が
、

吹
上
浜
堤
防
か

ら
勢
い
よ
く
放

流
さ
れ
元
気
に

東
シ
ナ
海
に
旅

立
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
二
十
九
日
に
は
、
伊
作
田
小

（
東
市
来
）
と
扇
尾
小
、日
新
小
（
共

に
日
吉
）
の
児
童
が
江
口
漁
港
沖
で

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流
を
行
い
、
漁
業

や
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

　

放
流
は
、
漁
協
と
㈶
鹿
児
島
栽
培

漁
業
協
会
、
小
学
校
が
一
緒
に
な
っ

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は

約
二
万
七
千
匹
の
稚
魚
を
放
流
し
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち
は
「
大
き
く
育
っ
て
」

と
願
い
な
が
ら
、
海
の
中
に
泳
い
で

い
く
稚
魚
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

放
流
の
後
は
、
漁
協
で
魚
を
守
り

増
や
す
取
り
組
み
の
紹
介
と
し
て
、

栽
培
漁
業
に
つ
い
て
勉
強
し
、
海
や

魚
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

日
吉
地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
会

主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が
七
月

二
十
五
日
、
日
吉
運
動
公
園
で
行
わ

れ
、
十
五
の
子
ど
も
会
三
百
四
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

太
陽
が
じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
る

中
、
各
校
区
対
抗
に
よ
る
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
キ
ッ
ク

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
三
種
目
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
は
、
各
チ
ー
ム

と
も
内
外
野
の
連
携
が
と
れ
た
素
早

い
パ
ス
回
し
や
敵
の
足
元
を
狙
っ
た

鋭
い
投
球
な
ど
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
大
粒
の
汗
を
流
し

な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
競
技
を
楽
し

み
、
お
互
い
に
親
睦
（
し
ん
ぼ
く
）

を
深
め
ま
し
た
。

　

伊
作
小
学
校(

吹
上)

で
七
月
一
日

｢

か
め
さ
ん
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
吹
上
浜
に
上
陸
す

る
ウ
ミ
ガ
メ
を
通
し
て
自
然
環
境
保

護
に
対
す
る
心
を
養
お
う
と
、
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

祭
り
に
向
け
て
、
学
年
ご
と
に
ウ

ミ
ガ
メ
の
生
態
を
学
習
し
児
童
自
ら

ク
イ
ズ
を
作
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
全
校
児
童
で
ウ
ミ
ガ
メ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
「
吹
上
音
頭
」
を

踊
っ
た
後
、
学
年
ご
と
に
パ
レ
ー
ド

へ
出
発
。
本
町
通
り
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。

　

児
童
ら
は
、
実
物
大
の
リ
ア
ル
な

ウ
ミ
ガ
メ
の
み
こ
し
を
先
頭
に
「
み

ん
な
の
海
を
守
ろ
う
」「
海
に
ゴ
ミ

を
捨
て
な
い
で
」「
ウ
ミ
ガ
メ
を
守

ろ
う
」
な
ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー

ド
や
横
断
幕
を
手
に
環
境
保
護
を
訴

え
ま
し
た
。

大
き
く
育
っ
て
ね
！

ス
ポ
ー
ツ
で
友
情
を
深
め
る

ウ
ミ
ガ
メ
の
住
む
海
を
汚
さ
な
い
で

吹
上
漁
港
と
江
口
漁
港
で
稚
魚
放
流

日
吉
地
域
子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

伊
作
小
か
め
さ
ん
祭
り

▲マダイの放流をする漁業関係者

▲大きく育ってと願いながらヒラメを放流する児童
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「
日
置
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

大
会
」
が
六
月
二
十
六
日
、
東
市
来

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
で
二
回
目
と
な
る
こ
の
大

会
は
「
市
民
総
ぐ
る
み
の
読
書
活
動

推
進
」
を
図
る
た
め
、
市
内
の
読
書

グ
ル
ー
プ
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
約

五
百
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
七
月
か
ら
地
域

図
書
館
で
開
始
さ
れ
る
「
日
置
市
民

推
薦
図
書
二
百
冊
」
の
学
校
へ
の
贈

呈
式
や
、
市
読
書
活
動
推
進
計
画
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
鶴
丸
小
図
書
委
員
会
の
活
動

発
表
や
、
平
成
二
十
一
年
度
「
市
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
特
選
作

品
の
朗
読
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
内
で
読
書
活
動
を

行
っ
て
い
る
湯
田
小
親
子
読
書
会
、

伊
集
院
幼
稚
園
み
つ
ば
ち
文
庫
、
日

置
小
お
は
な
し
ク
ロ
ー
バ
ー
、
こ
け

け
読
み
聞
か
せ
た
い
、
花
田
小
お
ひ

さ
ま
読
書
会
の
五
団
体
が
、
そ
れ
ぞ

れ
日
ご
ろ
実
践
し
て
い
る
活
動
を
発

表
し
ま
し
た
。　

　

ど
の
団
体
も
工
夫
を
こ
ら
し
た
活

動
で
寸
劇
や
大
型
紙
芝
居
、
ブ
ラ
ッ

ク
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
演
じ
、
参
加
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
現
在
放
映
さ

れ
て
い
る
「
ざ
わ
ざ
わ
森
の
が
ん
こ

ち
ゃ
ん
」
を
執
筆
さ
れ
た
児
童
文
学

作
家
の
末
吉
暁
子
さ
ん
が
「
子
ど
も

の
本
は
楽
し
い
！
」
と
い
う
演
題
で

講
演
。
読
む
こ
と
や
書
く
こ
と
の
大

切
さ
な
ど
を
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
総
ぐ

る
み
の
読
書
活
動
推
進
を
目
指
し
、

読
書
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

日
置
小
学
校
（
日
吉
）
で
は
、
六

月
二
十
一
日
か
ら
二
十
六
日
を
人
権

週
間
と
し
て
、
全
校
児
童
が
標
語
や

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
作
品
づ
く
り
や
道

徳
の
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
週
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
週
間
」で
も
あ
り
、

人
権
集
会
で
は
、
五
年
生
が
「
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
」
に
つ
い
て
学
習
し
た

こ
と
を
全
校
児
童
の
前
で
発
表
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
取
り
組
み

で
、
差
別
に
よ
っ
て
長
い
間
た
く
さ

ん
の
人
が
つ
ら
く
悲
し
い
思
い
を
し

て
き
た
こ
と
を
知
り
、
人
に
対
す
る

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、
み
ん
な

で
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。

　

元
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
楠
田
香
穂
里
さ
ん

を
講
師
に
招
い
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
活

用
体
力
向
上
事
業
が
六
月
三
十
日
、

上
市
来
小
学
校
（
東
市
来
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

楠
田
さ
ん
は
、
ド
リ
ブ
ル
や

シ
ュ
ー
ト
の
手
本
を
見
せ
「
脇
を
締

め
る
こ
と
が
大
切
」と
ア
ド
バ
イ
ス
。

子
ど
も
た
ち
は
、
実
演
さ
れ
る
一
流

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
「
自
分
も
同
じ
よ

う
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
を
高
め
、
真
剣
に
練
習

に
取
り
組
み
、
元
気
い
っ
ぱ
い
コ
ー

ト
を
走
り
回
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
目
標
を
持
っ
て
練
習

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
で
き
た
こ
と
や
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
体
験
し
た

友
情
の
大
切
さ
な
ど
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら
話
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

読
書
意
欲
の
さ
ら
な
る
向
上
を

人
権
へ
の
意
識
を
高
め
よ
う

元
五
輪
選
手
が
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
伝
え
る

第
２
回
日
置
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
大
会

校
内
人
権
週
間
（
日
置
小
学
校
）

ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用
体
力
向
上
事
業

▲日置市民推薦図書 ２００ 冊の贈呈▲日置小おはなしクローバーの活動発表

▲「ハンセン病問題」について発表する５年生

▲３・４年生の人権標語作品
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青
少
年
の
た
め
の
芸
術
鑑
賞
事
業

「
バ
レ
エ
へ
の
招
待
」
が
六
月
三
十

日
、
飯
牟
礼
小
学
校
（
伊
集
院
）
で

行
わ
れ
児
童
や
保
護
者
、
地
域
住
民

ら
約
百
五
十
人
が
本
物
の
バ
レ
エ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
優
れ
た
舞
台
芸
術
鑑

賞
の
機
会
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
芸
術
を
愛
す
る
心
を
育
て
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

　

第
一
部
で
は
、
バ
レ
リ
ー
ナ
た
ち

の
練
習
風
景
が
紹
介
さ
れ
、
基
本
動

作
や
男
女
の
動
き
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
く
る
み
割
り
人
形
」
よ

り
「
金
平
糖
の
ヴ
ァ
リ
ア
シ
ョ
ン
」

を
「
ラ
・
シ
ル
フ
ィ
ー
ド
」
よ
り
「
森

の
景
」
な
ど
を
上
演
。
児
童
ら
は
ク

ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
魅
力
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　

バ
レ
リ
ー
ナ
の
表
情
や
華
や
か
な

衣
装
、
軽
や
か
な
動
き
を
身
近
に
見

た
児
童
ら
は
「
迫
力
が
あ
っ
て
、
き

れ
い
だ
っ
た
」「
つ
ま
先
だ
け
で
回
っ

て
す
ご
い
」
な
ど
と
話
し
、
す
っ
か

り
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。

　
「
自
分
自
身
が
安
心
し
て
『
老
い
』

を
迎
え
る
た
め
に
」。
介
護
す
る
側

も
さ
れ
る
側
も
『
笑
顔
』
で
暮
ら
し

て
も
ら
お
う
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
い

ち
ご
い
ち
笑え

」
が
主
催
し
た
協
働
の

講
習
会
が
七
月
十
四
日
、
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
市
内
か
ら
二
十
人
が

参
加
。
介
護
保
険
課
の
保
健
師
か
ら

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
保
険
料

や
認
定
審
査
会
な
ど
の
仕
組
み
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

保
健
師
は
「
介
護
に
直
面
し
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
が

現
実
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」

と
促
し
ま
し
た
。
質
疑
で
は
、
実
体

験
に
基
づ
い
た
質
問
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
、
日
々
の
介
護
に
悩
む
家
族
の

姿
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

気
分
転
換
の
た
め
に
簡
単
な
リ

ラ
ッ
ク
ス
体
操
も
体
験
、
お
互
い
触

れ
合
い
な
が
ら
和
や
か
な
表
情
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
講
習
会
は｢

介
護
食｣

を

テ
ー
マ
に
、
九
月
十
六
日
に
開
か
れ

る
予
定
で
す
。

　

全
校
読
書
集
会
が
七
月
八
日
、
鶴

丸
小
学
校
（
東
市
来
）
で
行
わ
れ
、

同
校
区
内
の
東
市
来
幼
稚
園
児
や
鶴

城
寺
保
育
園
児
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
読
書
集
会
を
通
し
て
、
読

書
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
本

好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
る
鶴
丸
小
独
自
の

取
り
組
み
で
す
。

　

当
日
は
多
読
者
表
彰
や
学
年
発

表
、
図
書
委
員
に
よ
る
指
人
形
劇
な

ど
充
実
し
た
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

三
年
生
と
六
年
生
の
学
年
発
表
で

は
、
事
前
に
覚
え
て
き
た
本
や
百
人

一
首
を
暗
唱
で
披
露
。
途
中
詰
ま
り

な
が
ら
も
見
事
に
読
み
上
げ
る
と
、

会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
東
市
来
図
書
館
の
「
こ
け

け
読
み
聞
か
せ
隊
」
の
紙
芝
居
「
ふ

し
ぎ
な
う
り
ど
ろ
ぼ
う
」
も
披
露
さ

れ
、
そ
の
独
特
の
語
り
口
は
子
ど
も

た
ち
を
物
語
の
世
界
に
引
き
込
み
ま

し
た
。

バ
レ
エ
の
魅
力
を
体
感

家
庭
介
護
・
看
護
の
心
得
を
伝
授
し
ま
す

本
に
も
っ
と
親
し
も
う

青
少
年
の
た
め
の
芸
術
鑑
賞
事
業

自
分
自
身
が
安
心
し
て
「
老
い
」
を
迎
え
る
た
め
に

鶴
丸
小
全
校
読
書
集
会

▲お互いマッサージで癒されました
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吹
上
地
域
婦
人
ふ
れ
あ
い
運
動
会

が
七
月
三
日
、
吹
上
浜
公
園
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
会
は
、
吹
上
地
域
の
女

性
が
一
堂
に
会
し
て
連
携
を
深
め
、

お
互
い
に
理
解
し
あ
う
こ
と
で
、
よ

り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う

と
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

開
会
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
婦

人
会
長
な
ど
多
く
の
役
職
を
務
め
ら

れ
た
有
馬
澄
子
さ
ん
へ
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

競
技
に
は
地
域
の
女
性
団
体
に
所

属
す
る
会
員
約
百
五
十
人
と
、
多
数

の
来
賓
を
は
じ
め
市
長
も
参
加
。
趣

向
を
凝
ら
し
た
競
技
を
一
喜
一
憂
し

な
が
ら
楽
し
み
、
会
場
は
終
日
歓
声

と
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
が
六
月
十
二
日
、
同
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
、
十
五
チ
ー
ム
（
ビ

ギ
ナ
ー
の
部
九
チ
ー
ム
、
ミ
ッ
ク
ス

の
部
六
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
各
チ
ー
ム
と
も
練
習
を

積
ん
で
き
た
成
果
を
披
露
。
選
手
た

ち
は
、
巧
み
な
ボ
ー
ル
さ
ば
き
や
鋭

い
シ
ュ
ー
ト
で
ゴ
ー
ル
を
狙
い
続

け
、
鮮
や
か
に
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
る

と
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
な
が
ら

走
っ
て
喜
ぶ
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
家
族
ら
も
応
援
に
駆
け

付
け
、
全
身
汗
ま
み
れ
の
選
手
た
ち

に
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

【
ビ
ギ
ナ
ー
の
部
】

優
勝　

フ
ァ
ン
テ
ス
カ

二
位　

足
猿
Ｆ
Ｃ

三
位　

Ａ
・
Ｆ
・
Ｃ

四
位　

Ａ
Ｃ　

Ｇ
Ｏ
Ｄ

【
ミ
ッ
ク
ス
の
部
】

優
勝　

Ｍ
Ｋ
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ

二
位　

Ｄ
ｅ
ｌ�

ｒ
ｉ
ｏ

三
位　

あ
づ
ま`

Ｘ

四
位　

や
ま
び
こ
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

日
本
三
大
砂
丘
の
一
つ
で
あ
り
、

日
本
の
渚
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る

吹
上
浜
で
、恒
例
と
な
っ
た「
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
が
七
月
十
日
に
東
市
来
地

域
で
、
十
七
日
に
は
日
吉
地
域
と
吹

上
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
早
朝
か
ら
の
作
業
に
も

か
か
わ
ら
ず
一
、六
八
四
人
（
東
市

来
四
七
〇
人
、日
吉
地
域
七
二
九
人
、

吹
上
地
域
四
八
五
人
）
が
参
加
、
海

岸
に
流
れ
着
い
た
流
木
や
空
き
缶
、

空
き
瓶
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
分

別
し
な
が
ら
清
掃
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
戦
で
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
は
、

三
地
域
で
可
燃
物
一
、八
五
〇
㌔
、

不
燃
物
一
、四
〇
〇
㌔
で
し
た
。

　

ま
た
吹
上
地
域
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

に
合
わ
せ
て
、
環
境
保
護
活
動
の
た

め
の
寄
付
金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ウ
ミ
ガ
メ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
応
援
す
る
焼
酎
「
海
亀

の
里
」
を
共
同
開
発
し
た
原
口
酒
造

㈱
と
㈱
本
坊
商
店
が
一
升
瓶
一
本
に

つ
き
三
十
円
を
環
境
保
護
の
た
め
に

寄
付
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
一
年
間
で
二
千
八
百
四
十
七

本
を
販
売
。
あ
わ
せ
て
八
万
五
千
四

百
十
円
を
日
置
市
に
寄
付
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
前
に
ゴ
ミ
一
掃
！

ゴ
ー
ル
を
狙
っ
て
鮮
や
か
に
シ
ュ
ー
ト
！

女
性
の
元
気
は
地
域
の
力

吹
上
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

吹
上
地
域
婦
人
ふ
れ
あ
い
運
動
会
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日
吉
地
域
の
川
口
地
区
で
行
わ
れ

て
い
る
「
空
中
田
植
え
」（
苗
の
根
っ

こ
の
重
さ
を
利
用
し
て
植
え
付
け
る

田
植
え
）
を
七
月
十
四
日
、
住
吉
小

学
校
（
日
吉
）
五
・
六
年
生
十
二
人

が
体
験
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
田
ん
ぼ

の
あ
ぜ
に
並
び
、
地
元
農
家

の
皆
さ
ん
に
指
導
を
受
け

な
が
ら
「
大
き
く
な
ー
れ
」

と
声
を
上
げ
、
し
っ
か
り
と

根
を
張
る
よ
う
力
を
込
め

て
苗
を
放
り
投
げ
ま
し
た
。

　

高
く
上
が
っ
た
苗
は
空

中
で
広
が
り
、
田
ん
ぼ
へ
と

植
え
付
け
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

田
植
え
を
終
え
た
子
ど

も
た
ち
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
用
意
し
た
ス
イ
カ
を
ほ
お
張
り
な

が
ら
「
と
て
も
楽
し
く
て
、
お
も
し

ろ
か
っ
た
」
と
貴
重
な
体
験
を
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　

農
地
や
水
な
ど
の
資
源
の
保
全
と

そ
の
質
の
向
上
を
図
る
一
環
と
し
て
、

伊
作
田
小
学
校
（
東
市
来
）
五
年
生

六
人
が
六
月
二
十
五
日
、
地
区
内
の

田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

地
元
農
家
の
池
田
初
男
さ
ん
に
、

稲
の
植
え
方
や
田
ん
ぼ
で
の
足
の
運

び
方
な
ど
の
説
明
を
聞
き
、
早
速
稲

を
植
え
ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
に
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

冷
た
い
土
の
感
触
に
歓
声
を
上
げ
、

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
も
楽
し
そ

う
に
苗
の
植
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
植
え
が
終
わ
る
と
「
泥
が
冷
た

く
て
気
持
ち
良
か
っ
た
。
収
穫
が
楽

し
み
」
と
子
ど
も
た
ち
。

　

秋
に
は
稲
刈
り
や
、
脱
穀
の
作
業

を
行
い
、
年
末
に
は
収
穫
祭
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　

実
り
の
秋
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

江
口
蓬
莱
館
（
東
市
来
）
の
来
館

者
が
六
月
十
九
日
、
三
百
万
人
に
達

し
ま
し
た
。

　

平
成
十
五
年
四
月
の
開
館
か
ら
七

年
二
カ
月
で
の
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
三
百
万
人
目
は
、

内
野
イ
ツ
子
さ
ん
（
東
市
来
）。

達
成
を
祝
う
く
す
玉
が
割
ら
れ

久
木
留
江
口
漁
協
組
合
長
か

ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

内
野
さ
ん
は
「
蓬
莱
館
は

目
当
て
の
品
を
探
し
や
す
く

便
利
で
よ
く
利
用
す
る
。
こ

の
よ
う
に
賞
品
が
当
た
っ
た

の
は
初
め
て
な
の
で
と
て
も

嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
番
組
「
ふ
る
さ

と
か
ご
し
ま
」
の
テ
レ
ビ
取
材
が
六

月
二
十
三
日
、
吹
上
地
域
で
行
わ
れ

七
月
十
七
日
に
放
送
が
あ
り
ま
し
た
。

　

撮
影
は
「
自
然
や
文
化
を
再
発

見
！
か
ご
し
ま
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
題
し
て
行
わ
れ
、
南
薩

地
区
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
農
業
体
験

を
行
っ
て
い
た
、
大
阪
府
立
福
泉
高

校
の
生
徒
と
、
そ
の
受
入
れ
農
家
が

取
材
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
ハ
ウ
ス
の
中
で
甘
し
ょ
の

苗
床
の
片
付
け
や
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
収
穫
な
ど
の
作
業
風
景
と
生
徒
や

受
け
入
れ
農
家
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
予
想
外
の
取
材
に
緊

張
し
な
が
ら
も
、
落
ち
着
い
た
様
子

で
答
え
て
い
ま
し
た
。

空
飛
ぶ
苗
に
大
歓
声

お
い
し
い
お
米
に
な
ー
れ

お
か
げ
さ
ま
で
来
館
者
300
万
人
達
成

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力
を
紹
介

空
中
田
植
え
体
験

は
ま
っ
子
農
園
田
植
え

江
口
蓬
莱
館

Ｍ
Ｂ
Ｃ
「
ふ
る
さ
と
か
ご
し
ま
」
撮
影

▲空高く苗を投げる子どもたち



2010.815

短
　
歌

　

し
き
な
み
歌
会
（
東
市
来
）

高
野
山
の
杉
の
木
立
に
朝
日
さ
す
光
の
帯
の
地

面
に
届
く

�

末
永　
　

悦

娘
よ
り
風
邪
を
ひ
い
た
と
電
話
あ
り
て
み
か
ん

と
餅
の
小
包
送
る

�

髙
橋
ア
ツ
子

冬
物
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
る
も
寒
の
戻

り
に
セ
ー
タ
ー
を
取
り
出
す

�

西
ノ
園
律
子

　

伊
集
院
短
歌
講
座

白
き
羽
毛
ふ
わ
ふ
わ
揺
る
る
イ
ヤ
リ
ン
グ
片
方

ど
こ
へ
飛
び
立
ち
し
や
ら

�

佐
藤　

康
子

ほ
ほ
ず
き
も
殻
を
破
れ
ば
朱
き
羽
根
吾
も
壊
せ

よ
何
処
へ
飛
ば
せ

�

永
山　

保
江

足
止
め
を
解
か
れ
羽
田
を
発
つ
人
ら
苦
痛
忘
る

る
満
面
の
笑
み

�

宮
園　

良
子

　

日
吉
短
歌
会

大
量
の
降
灰
あ
り
て
紫
陽
花
に
朝
夕
か
け
ぬ
貴

重
な
水
を

�

谷
川　

サ
ダ

梅
雨
入
り
の
野
菜
は
急
に
活
気
づ
き
水
や
り
一

時
お
預
け
と
な
る

�

鳩
野
ト
ミ
子

冷
水
に
浮
か
べ
て
食
べ
る
素
麺
は
暑
き
昼
食
の

ご
ち
そ
う
と
な
り

�

東　
　

ト
キ

俳
　
句

　

伊
集
院
俳
句
会

朝
ま
だ
き
介
護
の
空
や
ほ
と
と
ぎ
す

�

久
保
野
千
代
子

長
雨
や
咲
く
十ど

く
薬だ

み
の
白
い
ち
づ

�

小
濵
十
四
子

蓮
の
葉
の
雨
を
溜
め
て
は
こ
ぼ
し
を
り

�

種
田　

隆
一

　

日
吉
俳
句
会

鳩
の
踏
む
色
な
き
風
の
爆
心
地

�

松
村
ス
ミ
子

一
日
終
え
汗
の
香
に
風
頬
と
お
り

�

横
山　

映
子

湯
上
り
の
火
照ほ

て
り
鎮し

ず
め
る
星
月
夜

�

江
田
真
知
子

　

吹
上
砂
丘
俳
句
会

五
月
晴
飛
行
機
雲
の
外と

つ
國く

に
へ

�

月
野
ミ
チ
子

朝
凪
を
二
つ
に
裂
き
て
船
早
し

�

田
島　

修
峯

山
吹
の
花
の
ひ
っ
そ
り
道
ふ
さ
ぐ

�

永
田
サ
ツ
キ

さ
つ
ま
狂
句

　

コ
ケ
ケ
狂
句
会
（
東
市
来
）

下げ

こ戸
じ
ゃ
れ
ば
宴の

ん
か
た会
な
れ
ば
用ゆ
事
じ
ょ
つ
く
っ

�

津
曲
と
つ
こ
（
幸
雄
）

人じ
ん
と
っ徳
の
通つ

夜や

い
涙

な
ん
だ
も
乾か

わ

か
せ
じ

�

有
馬　

風
骨
（
昭
典
）

乾へ

た
フ
ト
ン
乾こ

ら
つ燥
ま
も
な
か
梅つ

ゆ

び

よ

雨
日
和
い

�

永
山
西
之
海
（
静
彌
）

　

土
橋
狂
句
会
（
伊
集
院
）

の
さ
ん
こ
っ
背か

負る

た
子
供
に
な
か
さ
れ
っ

�

桃
北　

桃
女
（
良
子
）

頼
ん
謝ご

礼
金れ

足て

た
い
素す

に抜
た
い
熨
斗の

袋
し
ゃ
疲だ

れ
っ

�

永
田　

酒
楽
（
久
）

頼
ん
事
下
げ
た
焼
酎
ず
い
役や

き
立
た
じ

�

東　

五
本
松
（
昭
己
）

　

吹
上
さ
ざ
な
み
会

用ゆ

い事
も
無ね

て
萎し

な

び
れ
乳ち

ち房
ん
重お

っ
か
こ
っ

�

池
上
黒
じ
ょ
か
（
秀
人
）

腰こ

す
違た

ご

っ
ジ
ム
か
ら
帰も

ど

や
代だ

い
こ
う
し
ゃ

行
車

�

池
上　

歌
子
（
良
子
）

ゲ
ー
ト
前ま

え

阿あ

吽う
ん

の
呼こ

き
ゅ吸
で
オ
ン
ゴ
ー
ル

�

野
元　

尺
八
（
隼
人
）

（
氏
名
敬
称
略
）
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

52

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

受けて安心「がん検診」！
～早期発見なら、がんはこわくない～

がん検診受診のめやすは？
乳がん…２年　　子宮がん…２年
肺がん…１年　　胃がん…１年
大腸がん…１年
� （国立がんセンター推奨）

　日置市では６月から各種がん検診が始まっています。皆さんは今年度がん検診を受けられたでしょ
うか？「結果が怖いから受けたくない」「昨年受けたから今年は受けなくていいかな」と考えていま
せんか？
　がんは、日本人の死亡原因の第１位になっており、一生のうちに２人に１人はがんになるともいわ
れています。しかしながら、本市のがん検診受診率は １０％～ ２０％と、国の目標値である ５０％受診率
を大幅に下回っています。そこで今回は、がんを体験された方のお話をもとにがんについて考えてみ
たいと思います。

　最近子宮頸がんの手術を受けられた、市内にお住まいのＡ
さん（４２ 歳）にお話を伺いました。
問：がんと分かったきっかけは？
Ａさん：�右腹部の痛みがあり、何となく気になっていたところ、

友人から検診を受けたほうがよいと強い勧めがあり、
病院で検診を受け、細胞診の結果子宮頸がんと判明
しました。

問：がんと告知されたときの心境は？
Ａさん：�「うそでしょう！？」と思いました。「がん＝死」と思っ

ていたため、子どものことを考え、毎日泣いて暮ら
していました。

問：手術、入院生活について。
Ａさん：�子宮を全部摘出しました。早期だったため抗がん剤

治療はしませんでした。手術後に写真で摘出された
子宮を見せてもらったとき、今まで自分のおなかの
中にあって、子どもを宿してくれて「ありがとう」
という気持ちと、なくなった寂しさと複雑な気持ち
でした。

　　　　�　入院中はいろんな人の話を聞き、健康なときには、
なかなか考えない人生、命について考える機会にな
りました。

最後に…皆さんへのメッセージ
Ａさん：�医師から「早期だったら必ず助かる。Ａさんも２年遅かったら危なかったでしょ

う」と言われました。皆さんも症状のないうちに年１回の検診は受けてほし
いです！

　Ａさんは、ちょっとした体の変化に気付いて検診を受けられたので、早期でがんを発見でき、その
ため早く回復しました。早期がんの多くは無症状です。自分の体のために毎年１回は、検診を受けま
しょう。

健康づくり活動団体を教えてください！！ 
　　今後「健幸情報ひおき」コーナーでは、地域で健康づくり活動を
　行っている団体などを紹介していきます。�お気軽に情報をお寄せください！
　お問い合わせ先：本庁�健康保険課健康増進係�または�各支所�市民課健康保健係

がんになってわかったこと（体験記）

ガン細胞は１㎝にな
るまでは十数年かけ
て大きくなっていき
ますが、１㎝を超え
ると急速に大きくな
るので、年１回は検
診を受けることが大
切です！

大募集！

%
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７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

稲
村　

蓮れ

央お　

武
臣　
　

猪
鹿
倉

荻　
　

未み

來ら
い　

辰
宜　
　

郡
下

福
永　

百も
も

花か　

和
弘　
　

向
江
町

山
下　

愛あ
お
い生　

格
一　
　

麓
東

馬
見
新　

翼つ
ば
さ　

良
太　
　

平
古

福
島　

絢け
ん
し
ん心　

芳
博　
　

郡
下

臼
井　

羚れ
い

也や　

秀
介　
　

瀬
戸
内

下
山　

瑛え
い

叶と　

賢
二　
　

宮
脇

齊
藤　

瑞み
ず

騎き　

俊
晃　
　

善
福

岩
重
菜な

な

ね

々
音　

祐
一　
　

中
福
良

國
元　

莉り

こ子　

武　
　
　

猪
鹿
倉

太
利　

貫か
ん

汰た　

拓
也　
　

瀬
戸
内

内
野　

友ゆ

結い　

貴
文　
　

瀬
戸
内

前
田　

琉り

玖く　

秀
幸　
　

荒
瀬

児
玉
奈な

つ

み

津
美　

哲
次　
　

郡
下

安
部　

諒り
ょ
う
だ
い大　

恭
秀　
　

妙
円
寺
九
区

柳
園　

悠ゆ

月づ
き　

慎
一　
　

平
古

濱
田　

凱か
い

斗と　

博
寿　
　

瀬
戸
内

楮
山
ひ
ま
わ
り　

貴
登　
　

上
方
限

新
冨　

真ま

愛な　

茂
文　
　

立
野

上
野
瑛え

い

太た

郎ろ
う　

真
司　
　

妙
円
寺
八
区

原
口　

胡こ

來こ　

亮
一　
　

天
神
馬
場

恒
吉　

娃あ
い

奈な　

直
人　
　

妙
円
寺
五
区

福
永　

智ち

捺な
つ　

昭
人　
　

徳
重
東

下
池　

力り
き

人と　

成
人　
　

妙
円
寺
九
区

吉
村　

元げ
ん　
　

洋
和　
　

下
方
限

西
村　

弥み

桜お　

浩
二　
　

妙
円
寺
九
区

西
村　

季り

桜お　

浩
二　
　

妙
円
寺
九
区

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

桃
木　

結ゆ
う
み海　

太
志　
　

元
湯

福
山　

琉る

夏か　

卓　
　
　

坂
之
上
下

前　
　

翔と

渉わ　

裕
大　
　

麓
下

下
茂　

祐ゆ
う

菜な　

政
紀　
　

中
央

増
森　

彰し
ょ
う　
　

理　
　
　

駅
前

阿
世
知　

絆き
ず
な　

翔
也　
　

元
湯

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

牧
内　

鳳た
か
ひ
ろ大　

祐
輝　
　

草
原

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

大
寺　

悟ご

郎ろ
う　

聡　
　
　

永
吉
中
央

德
満　

亜あ

み美　

真
樹　
　

下
草
田

宮
本　

莉り
り

愛あ　

信
吾　
　

中
津

田
原　

梨り

音お
ん　

健
二　
　

湯
之
元

�

７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

四
郎
園
令
子　
　

７３　

上
方
限

市
薗
フ
サ
ヱ　
　

８９　

瀬
戸
内

内　
　

保
博　
　

４９　

大
田
中

山
下　

弘
子　
　

４９　

中
福
良

福
永
ノ
リ
子　
　

８２　

中
神
殿

柿
内
ミ
チ
子　
　

８４　

下
土
橋

有
島　

保　
　
　

９５　

上
神
殿

上
江　

達
也　
　

８０　

妙
円
寺
六
区

立
石　

富
郎　
　

６２　

妙
円
寺
七
区

西
村　

幸
子　
　

９２　

下
方
限

園
田　

益
己　
　

７８　

上
神
殿

仮
屋　

久
志　
　

４７　

竹
之
山

原
田
オ
キ
ク　
　

８８　

ビ
ク
ト
リ
ア
街

小
園　

俊
子　
　

８５　

竹
之
山

末
永　

芳
春　
　

８５　

猪
鹿
倉

德
永　

隆
雄　
　

８８　

飯
牟
礼
中

馬
塲　

ス
カ　
　

９７　

恋
之
原

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

桑
木
野
チ
リ　
　

８５　

高
山

町
田
カ
ナ
エ　
　

８１　

荻

下
池　

榮
治　
　

７６　

上
野
西

穂
満　

俊
子　
　

７６　

上
野
東

山
﨑　

利
則　
　

９０　

梅
木

室
屋　

シ
ヅ　
　

９５　

丸
牧

野
入　

大
人　
　

８４　

江
口

赤
﨑
カ
ズ
ヱ　
　

８１　

皆
田
東

國
分
喜
美
子　
　

８３　

美
山

米
澤　

サ
エ　
　

９３　

荻

轟
木
ツ
ル
エ　
　

９５　

麓
下

下
池　

清
行　
　

８６　

上
野
西

丸
野
喜
士
雄　
　

６９　

南
神
之
川

内
田　

靜
夫　
　

９２　

駅
前

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

原
口　

新
一　
　

６８　

草
原

田
尻　

敦
子　
　

６５　

草
見

松
原　

夏
子　
　

８３　

青
松
園

下
田
平
輝
己　
　

６２　

熊
野

滿
尾　

常
一　
　

８５　

帆
之
港

福
田
フ
ク
子　
　

７９　

日
置
麓

鵜
狩　

フ
ク　
　

８３　

青
松
園

前
田　

哲
二　
　

８７　

草
見

小
久
保
ツ
ル
ヱ　

８７　

青
松
園

松
下　

睦
子　
　

７４　

熊
野

上
園
多
喜
子　
　

７８　

青
松
園

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

澤　
　

敏
子　
　

８９　

花
熟
里

大
園
フ
カ
ミ　
　

８６　

下
与
倉

成
安　

陽
子　
　

６６　

緑
ヶ
丘

有
川　

誠
志　
　

７８　

亀
原

平
田　

マ
サ　
　

８９　

川
中

長
野　

貞
子　
　

７７　

新
川
原

福
添　

繁
治　
　

７９　

苙
岡

原　
　

和
彦　
　

７８　

中
田
尻

　

昭
和
四
十
年
に
旧
日
置
中
学
校
を

卒
業
し
、
還
暦
を
迎
え
た
石
野
三
郎

さ
ん
ら
三
人
が
七
月
十
三
日
、
母
校

を
訪
れ
、
後
輩
た
ち
に
寄
付
金
を
贈

り
ま
し
た
。

　

石
野
さ
ん
が
「
学
校
図
書
購
入
な

ど
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
寄
付
金

を
手
渡
す
と
、渋
谷
幸
一
校
長
は「
今

回
の
厚
意
に
感
謝
し
、
日
置
市
も
力

を
入
れ
て
い
る
理
科
の
学
習
に
役
立

つ
図
書
の
購
入
に
充
て
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

日
置
市
で
は
、
独
身
担
い
手
農
家

な
ど
に
独
身
異
性
と
の
出
会
い
の
場

を
提
供
す
る｢

ふ
れ
あ
い
交
流
会｣

を
開
催
し
ま
す
。

　

日
置
市
の
豊
か
な
自
然
と
魅
力
あ

る
農
業
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
！

　

参
加
希
望
の
方
は
、
市
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

電
話
０
９
９-

２
７
３-

２
１
１
１

（
内
線
１
１
９
２
）

☆
開
催
期
日

　

�

平
成
二
十
二
年
十
月
十
六
日(

土)

～
十
月
十
七
日
（
日
）

☆
宿
泊
先　

吹
上
砂
丘
荘

☆
参
加
資
格
お
よ
び
募
集
人
員

　

・�

男
性
は
市
内
居
住
の
独
身
担
い
手

農
家
ま
た
は
兼
業
農
家
。
女
性
は

独
身
で
住
所
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

・�

男
女
と
も
、
お
お
む
ね
二
十
五

歳
か
ら
五
十
歳
ま
で

　

・
定
員
は
男
女
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
人

☆
参
加
費

　

・
男
性　

八
千
円

　
（
宿
泊
な
し
の
場
合
は
五
千
円
）

　

・
女
性　

三
千
円

☆
内
容

　

�

さ
つ
ま
い
も
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

収
穫
体
験
、
観
光
地
引
き
網
な
ど

還
暦
記
念
し
母
校
へ
寄
付

“
ひ
お
き
市
で
婚
カ
ツ
し
よ
っ
” 旧

日
置
中
学
校
卒
業
生
同
窓
会
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池
いけ

田
だ

　まき子さん〔５２歳〕
伊集院町竹之山（竹之山自治会）

●アグリシステム茜　代表

こ
れ
か
ら
も
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
続
け
た
い

　
　

農
業
資
材
関
係
の
会
社
で
働
い
て
い
る
ご
主
人
と
イ
チ
ゴ
栽
培
を
始
め
て
十
七
年
目
、

最
初
は
十
㌃
か
ら
始
ま
り
現
在
で
は
五
十
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
思
え
ば
始
め
て
五
年
ぐ
ら
い
は
農
業
に
納
得
し
て
い
な
か
っ
た
か
も
」
と
池
田
さ
ん
。

ご
主
人
が
十
二
年
前
、
福
岡
県
に
単
身
赴
任
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
続
け
よ
う
と
思
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

本
格
的
に
農
作
業
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
農
業
の
大
変
さ
、
難
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。「
イ
チ
ゴ
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
し
、
栽
培
に
は
技
術
も
必
要
。
本
当
に

厳
し
い
な
あ
と
思
っ
た
。
半
端
な
気
持
ち
じ
ゃ
で
き
な
い
仕
事
。
だ
か
ら
こ
そ
、
や
り
が
い

も
感
じ
て
い
る
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

平
成
十
年
に
は
畑
の
近
く
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。「
地
域
の
方
に
は
、
相
談
に
乗
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
り
と
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
所
で
な
か
っ
た
ら
続
い
て
い
な
か
っ
た
か
も
」
と
話
し
、
周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ま

せ
ん
。

　

何
事
に
も
積
極
的
に
飛
び
込
む
性
格
。
二
年
前
は
ハ
ウ
ス
一
棟
分
の
苗
が
病
気
で
失
敗
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切
と
言
い
ま
す
。

今
年
の
市
イ
チ
ゴ
品
評
会
で
は
、
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

農
繁
期
に
な
る
と
、
休
み
も
あ
ま
り
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。
取
材
を
し
た
こ
の
と
き
は
、

イ
チ
ゴ
の
苗
の
親
株
か
ら
の
切
り
離
し
作
業
の
真
っ
最
中
で
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
食
べ
た
人
が
、
お
い
し
い
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
チ
ゴ
を
作
り
続

け
た
い
で
す
」

飯牟礼　茉
ま

帆
ほ

ちゃん　（１歳２カ月）

父　貴幸さん　母　真澄さん
（東市来町長里）

■おかあさんから
　行動範囲も広がり、いろんな事に興味
を持っていたずらもパワーアップ中！三
人のお姉ちゃんと優しいお兄ちゃんに囲
まれて、すくすく成長してね。

宇田　苺
いち

香
か

ちゃん（５歳８カ月）

　　　椿
つば

沙
さ

ちゃん（３歳７カ月）

父　裕史さん　母　歩さん
（吹上町中原）

■おかあさんから
　優しくて恥ずかしがり屋の苺香ちゃん。
元気いっぱい♪ノリノリな椿沙ちゃん。
泣いたり笑ったり、いつまでも仲良しで
いてね。
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　島津歳久は １５３７ 年に伊作城（吹上地域中原地区）で生まれ
ました。兄は島津本家当主となった義久・義弘でした。歳久
は智略に優れた武将であったと伝えられています。
　歳久は兄の義弘を補佐して蒲生や大口など各地で戦い、島
津氏の悲願であった三州（薩摩・大隅・日向）統一を果たし
ました。その後、九州の大半を支配した島津氏でしたが、豊
臣秀吉に敗れ、降伏しました。降伏に最も反対したのが歳久
だったとされています。歳久は、降伏の後も秀吉に反抗を続
けたと伝えられています。
　１５９２ 年に島津氏の家臣梅北国兼が秀吉に対し反乱を起こし
ました。秀吉は歳久が反乱に関係があると疑い、処刑を命じ
ました。歳久は領地の宮之城から呼び出され、竜ヶ水で討た
れました。
　１５９５ 年に歳久の遺族に日置（現在の日吉地域日置地区一帯）
が領地として与えられ、孫の常久が領主になりました。常久
は大乗寺に歳久の墓を建て、日置島津家の菩提寺にしたと伝
えられています。

『陶　芸』

　

わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
じ
ゅ
う
医
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

わ
た
し
の
祖
母
の
家
で
は
牛
を

飼
っ
て
い
ま
す
。
牛
の
お
な
か
が

大
き
く
な
り
出
産
を
む
か
え
る

と
、わ
た
し
は
祖
母
の
家
に
行
き
、

牛
の
出
産
に
立
ち
会
い
ま
す
。
牛

の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
く
る
瞬

間
を
見
る
と
い
つ
も
涙
が
あ
ふ
れ

て
き
ま
す
。
命
の
た
ん
生
に
感
動

し
ま
す
。
牛
が
生
ま
れ
て
く
る
と

き
、
い
つ
も
じ
ゅ
う
医
さ
ん
が
そ

ば
に
い
ま
す
。
じ
ゅ
う
医
さ
ん
は

動
物
の
気
持
ち
が
分
か
っ
て
い
る

か
の
よ
う
に
牛
に
話
し
か
け
な
が

ら
出
産
を
支
え
ま
す
。
そ
ん
な

じ
ゅ
う
医
さ
ん
に
な
ろ
う
と
決
心

し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
と
て
も

大
き
な
夢
で
す
。
じ
ゅ
う
医
な
る

た
め
に
は
、
ど
ん
な
道
を
進
ん
で

い
け
ば
よ
い
か
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
今
で
き
る
勉
強
を
し
っ

か
り
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
の
夢
を
か
な
え
て
、
た
く
さ

ん
の
動
物
の
命
を
救
っ
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

上
市
来
小
学
校
　
六
年
　
松ま

つ

山や
ま

　
紗さ

也や

さ
ん

上薗　久子さん（６７歳） 伊集院町郡

　神奈川県横須賀市から移住してきて
３年目。友達を作りたいと思い、以前
から興味のあった陶芸教室に通って２
年目になります。「陶芸は、粘土の種
類や釉薬の塗り方によってさまざまな
色合いが微妙に醸し出され、出来上が
るまでの期待感があります」と笑顔を
みせます。「出来上がった作品はふぞろいでも、自分だけのオ
リジナルなので愛着がわきます」と上薗さん。「完成した作品
に料理を盛り、食卓を飾るのも楽しみの一つです」とも話しま
す。「作品はまだ少ないですが、これからも生涯の趣味として、
作る楽しみや使う楽しみに喜びを感じながら続けていきたいで
す」

61

島津歳
とし

久
ひさ

と大
だいじょうじ

乗寺跡（戦国島津氏⑥）

歳久の墓

日置小学校

日吉支所
日吉総合体育館
日吉運動公園

37

本庁から車で２５分、日
吉支所から車で５分

わ
た
し
の
夢



2010.8 20

帆之港自治会
（日吉地域）

　
平
成
十
八
年
四
月
に
帆
之
港

北
・
帆
之
港
西
・
帆
之
港
南
・
帆

之
港
東
が
統
合
し
て
、
新
た
に

発
足
し
た
帆
之
港
自
治
会
。
日

吉
地
域
の
西
側
に
位
置
し
、
平

成
二
十
二
年
八
月
一
日
現
在
で

九
十
五
世
帯
、
百
八
十
八
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
む
地
域
で
す

が
、
海
に
沈
む
夕
日
が
と
て
も
美

し
く
、
海
岸
ま
で
歩
い
て
約
五
分

と
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

帆ほ
の
み
な
と

之
港
自
治
会
（
日
吉
地
域
）

老
い
も
若
き
も
全
員
参
加
で
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

▲六月燈で世代間交流

▲和気あいあいと楽しむ運動会

も
参
加
し
て
も
ら
い
、
参
加
者
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参

加
者
か
ら
は
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
生
き
が
い
が
で

き
た
」
と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
育
成
会
だ
け
で
行
っ
て

い
た
六
月
燈
は
、
昨
年
か
ら
自
治
会

全
体
で
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
灯

篭
（
と
う
ろ
う
）
を
飾
り
、
手
作
り

の
そ
う
め
ん
流
し
や
、
す
い
か
割
り

な
ど
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
す
。

四
自
治
会
が
統
合
し
て
丸
四
年
が

経
過
、
自
治
会
活
動
は
話
し
合

い
を
も
と
に
、
地
域
住
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

海
に
近
い
地
域
の
た
め
、
毎
年
行

わ
れ
る
吹
上
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦

に
は
、
大
勢
の
方
が
参
加
、
み
ん
な

で
海
を
き
れ
い
に
す
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
情
報
交
換
の
場
と
し

て
、
昨
年
か
ら
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン

を
始
め
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
で
は
、
地

域
内
に
住
ん
で
い
る
看
護
師
さ
ん
に

　

ま
た
鬼
火
た
き
や
、
十
五
夜
行
事

も
昨
年
か
ら
地
域
全
体
で
に
ぎ
や
か

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
世
代
間
交
流
を
図
る
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
内
の
親
睦
（
し
ん
ぼ
く
）

を
図
る
た
め
の
運
動
会
は
、

十
一
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
こ
の
運
動
会
の
中
で
市

消
防
本
部
（
南
分
遣
所
）
を
招
き
初

期
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ

よ
う
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，７４４人�（△８０）
　男　　　２４，２５２人�（△４０）
　女　　　２７，４9２人�（△４０）
世帯数　　２２，５６１　�（△１７）
８月１日現在（　）は前月比

東市来地域　１２，７１６人
伊集院地域　２４，５２８人
日吉地域　　� ５，４６８人
吹上地域　　� 9，０３２人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「自然環境保護を訴えてパレード」
　全校児童でプラカードや横断幕を手
に、本町通りをパレード。ウミガメが産
卵に帰って来たくなるような、きれいな
吹上浜を守ろうと声をあげて訴えまし
た。
　「伊作小かめさん祭り」
Ｐ １０ 関連記事

No．６4�平成22年８月号

▲満尾利親会長

▲生きがい健康づくりのための「いきいきサロン」

帆
之
港
は
昔
か
ら
海
と
と
も
に
栄

え
た
地
域
で
す
。
今
は
途
絶
え

て
い
る
地
引
き
網
体
験
な
ど
地
域
を

支
え
て
い
た
産
業
を
掘
り
起
こ
し
て

活
性
化
を
図
り
、
地
域
の
よ
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
起

点
も
あ
る
た
め
、
今
年
は
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
、
歩
こ
う
会
と
サ
イ
ク

リ
ン
グ
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な

自
治
会
運
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い

で
す
。


